





















































































































































































Ｃ－ｌ 1９．６ ７．３ 1７
Ｃ－２ 1９．１ ６．８ １５
Ｃ－３ 1８．７ ６．４ 1５
Ｃ－４ 2２．５ 1０．２ 1７
Ｃ－５ 2４．６ 1２．３ 1５
Ｃ－６ 2２．０ ９．７ 1９
Ｃ－７ 2３．８ 1１．５ 2０
Ｃ－８ １８．３ ６．０ 1９
Ｃ－９ 1９．８ ７．５ 1８
Ｃ－ｌＯ 1９．７ ７．４ 1７
Ｃ－ｌｌ 1９．６ ７．３ 1７
Ｃ－１２ 2２．３ 1０．０ 2０
Ｃ－１３ 2２．５ 1０．２ 2０
Ｃ－ｌ４ 1９．５ ９．２ 1８
Ｃ－ｌ５ 1９．４ ７．１ 1４
Ｃ－ｌ６ 2０．０ ７．７ 1４
Ｃ－ｌ７ 1９．９ ７．６ 1４
Ｃ－ｌ８ 2４．０ 1１．７ 1８
Ｃ－ｌ９ 2２．４ 1２．３ 1４
Ｃ－２０ ２１．８ 9.5 2３
Ｃ－２１ 2１．４ ９．１ 2２
Ｃ－２２ 1８．８ ６．５ ２１














































































































































































































































































































































































































































































































































































































2５ 1２ ４ 4７．０ 3９．５ 160 3４１ 715 1１０５● ０．８５２
〃〃FＤ
NC３．．１０月２０日
天候：雨
､股低気温：15.9℃
ｺﾝｸﾘｰ}酸：23.0℃
Nu２．．１０１１２６日
天候：昭
最低気温：7.4℃
ｺﾝｸ11-}甑：18.0℃
N01..10h14Bヨ
・天候：雨
股低気温：14.6℃
ｺﾝｸﾘｰﾄ敵：19.0℃
」■ひ
N０４．．１１１１２日
天候：Hfi
玻低気温：5.8℃
ｺﾝｸﾘｰﾄ題：１６．０℃
川村・jlilU場・小泉・鳥居：マスコンクリート中の温度とひずふについて １３
たひびわれは温度応力によるものではないと考えた方が妥当なようである。本実験によって得られた
その他のおもな結果はつぎのようである。
(1)コンクリート温度は本実験におけるコンクリート配合,施工条件において打設後14～23時間にお
いて最高となり，最高温度は20℃～25°Ｃの範囲にある。また，コンクリートの配合条件の異なるマ
スコンクリートにおける温度上昇の比較より使用セメント量はできるだけ少<する方が良いことが
判明した。
(2)各位置に埋め込まれたひずゑ計によって発生した終局引張ひずゑは50×10-6以下であることが
わかった。この程度のひずゑを示すコンクリート構造物にはひびわれは生じない。
(3)計算によって求められた表面の引張応力はひびわれが生じない程度の小さいものであることが判
明した。
(4)基礎面積の広いマツシブなコンクリート構造物に対しては基礎地盤，基礎杭に対する配慮を充分
に行うべきである。
終りに，本実験を行うにあたって御助力いただいた金沢市企業局建設課および北川建設㈱に対して
感謝の意を表する。
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